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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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。

　自分を変えたいけど変わ
れない。なんとなく毎日を
過ごしてる。なんだか満た
されない。
　そんなときこそまず読ん
でほしい１冊です。
　この本に出てくる関西弁
で喋る神様ガネーシャはと
ても面白く、厳しくもありユニークなキャラクターで
すが、ガネーシャの言葉で時にハッとさせられるよう
なものもあり、自分自身を見つめ直すきっかけになる
本でもあると思います。自分に当てはめて読んでみて
もいいかもしれません。
　小説版の自己啓発本で、とても読みやすく、何度読
んでも気付きがある本です。

広川町立図書館　司書　大谷　真美子

◆３月のイベント案内  ◆
■筑後市立図書館　☎0942-51-7200
●おとなのためのおはなし会
　3月18日（水）　14：00〜
　絵本の読み語り、紙芝居、本の朗読など
●図書館DEミニシアター
　3月24日(火)・25日（水）・26日（木）　各14：30〜
　おとな向け、子ども向けの上映会を開催
■広川町立図書館　☎0943-32-1163
●読書への階段
　3月3日（火）　14：00～
　2月生まれの３歳児と保護者を対象にしたプレ
　ゼントと読み聞かせ
●定例お話会
　3月7日（土）・15日（日）　10：30～
　ボランティアグループきらら・たまてばこによ
　るお話会
●かっちんこ
　3月18日（水）　10：30～
　絵本コンシェルジュによる赤ちゃんと保護者
　への読み聞かせ
■サザンクス筑後　☎0942-54-1200
●震災と文化
　3月15日（日）　13：00開演
「災害続きの日本で、今、アートを考える」
近年の大規模災害時、  アートの側面でどんな
動きが起きたのか。また、公共ホールが担うべ

き新たな役割について過去の事例を基に考え
ます。
※参加費無料

●震災と文化
　3月16日（月）　10：00開演
「災害時施設運営管理者研修（１種）」
公共施設での避難者対応のあり方を学ぶプロ
グラムです。大規模災害時の施設運営全般の知
識と、初動から長期滞在までフェーズごとに避
難者への対応を学びます。
※受講料　8,000円（テキスト代込み）

●こどものためのえんげきひろば定期公演
　「さかさま」
　3月29日（日）　14：00開演

自分が「正しい」と思っていることはほかのだ
れかにとっても「正しい」の？  －大人気絵本

「さかさま」を舞台化。
※入場料　500円

■九州芸文館　☎0942-52-6435
●九州芸文館セレクト展（筑後市美術協会会員展）
　3月10日（火）～3月15日（日）

※入場無料
●九州芸文館アカデミー全作品展
　3月21日（土）～3月29日（日）
　※入場無料

福岡県 6 次化商品コンクール奨励賞受賞 !!
八女農業高等学校

　１月２７日（月）ヒルトン福岡シーホークホテルで令和元年度ふくおか
「農と商工の自慢の逸品」展示商談会、福岡県６次化商品コンクール表彰式
が行われました。本校生物利用科から出品した「たけのこピクルス」が見事、
奨励賞を獲得し、服部誠太郎福岡県副知事より表彰を受け激励のことばを
いただきました。「たけのこピクルス」は、県内で生産量トップの八女産た
けのこを使用し、地域の活性化に少しでも役立つ商品になればとの思いで、
みんなで意見を出し合い、開発や瓶詰め、カット作業などを行った商品です。
　生徒たちがプロジェクト学習の中で１年半商品の開発をし、「道の駅たち
ばな」と連携して試食会を重ねて作り上げました。製造販売は「道の駅た
ちばな」さんにお願いしています。
　ピクルスは、食べやすいように柔らかい穂先を使用しています。香辛料
や着色料を一切使用せず、和風だしに漬け込み、お子様からお年寄りまで
親しみやすい商品になっています。

３月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
６日（金）、１７日（火）、２４日（火）、２７日（金）、３１日（火）
販売時間は、１０時３０分～１２時３０分です。
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。

『夢をかなえるゾウ』
水野敬也／著

飛鳥新社　2007 年


